




 

江之島ビーチコート整備事業について 

 

１ 民間活力を活用した事業手法について（参考） 

 

区分 名称 内容 所有 

DB 方式 （デザイン・ビルド） 設計＋建築を一括発注 公共 

DBO 方式 （デザイン・ビルド・オペレーション） 設計＋建築＋運営を一括発注 公共 

PFI 方式    

 BTO （ビルド・トランスファー・オペレーション） 建設⇒所有権移転⇒管理･運営 民⇒公⇒民 

BOT （ビルド・オペレーション・トランスファー） 建設⇒管理･運営⇒所有権移転 民⇒民⇒公 

BOO （ビルド・オウン・オペレーション） 建設⇒所有⇒管理･運営 民間 

※DB･DBO 手法と PFI 手法の違い：DB･DBO（行政が交付金や公債等を活用し調達） 

PFI（民間が融資等により資金を調達） 

 

２ ヒアリング調査の実施 

 事業手法を検討するにあたり、地元企業を含めた民間事業者の参画意向や意見を把握するため

ヒアリング調査を実施。 

［調査方法］ 

 ・事前アンケートを実施し、本事業へ関心を表明した民間事業者に対して調査を実施 

 ・地元企業は、「浜松市官民連携地域プラットフォーム」（アセットマネジメント課）の参画や

本事業に関連している企業に対し調査を実施 

区分 
アンケート 

実施件数 

ヒアリング 

実施件数 

ヒアリング 

実施件数 

うち市内業者 
全企業 37 社 15 社 6 社 

 

建設企業 13 社  7 社 3 社 
運営企業  3 社  1 社 1 社 

維持管理企業  3 社  0 社 － 
金融機関  7 社  3 社 1 社 
その他企業 11 社  4 社 1 社 

 

[全体の傾向] 

 ・民間活力を活用する整備・運営手法について 

  ⇒37 社にアンケートを実施した結果、15社が本事業に関心を示した。 

⇒解体工事を本事業に含めた方が、コスト削減、工事の調整が容易となるメリットがある。 

⇒企業単体での大会誘致は難しいため、ビーチスポーツ競技団体との連携が必要になる。 

⇒建設・維持管理面で地元企業に依頼する部分が多くなるため、地元企業と手を組まないと

対応が難しい。 

［市内企業からの声］ 

・本事業の参画について、市内業者からも前向きな意見が寄せられた。 

⇒本事業は、地元の建設企業だけでも対応することができる規模感である。作業員の確保に

ついても、現スケージュールであれば対応可能である。 

⇒運営について、15 年など長期間で公募するならば、指定管理業務に取り組む価値がある。 

⇒金融機関からは、地元企業への声かけやイベントへの協賛などが可能である。 

付属資料 


